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⑶監　査　１回
　平成31年４月18日
⑷役員会　４回
　 令和元年８月２日、10月17日、12月４日、
令和２年３月６日
⑸工学部との協議会　１回
　令和元年８月２日
３．会費の状況（令和元年度の受取額）
⑴正会費
　 5,148,500円（前年度 3,940,500円）
⑵終身会費
　37,125,000円（前年度 37,925,000円）

Ⅱ．事業活動報告
１．公益目的支出計画実施報告
１．令和元年度公益目的支出計画実施報告
　 　当法人は、平成24年４月１日に一般社団法
人に移行し、公益目的支出計画の実施完了ま
で９年の予定で事業を進めており、公益目的
支出計画の実施完了までの間は、事業年度ご
とに公益目的支出計画実施報告書を作成し、
事業年度の経過後３ヶ月以内に山口県に提出
（電子申請）することになっている。令和元
年度は計画８年目で、概ね計画どおり実施し
た。公益目的事業収支差額はやや減少傾向に
あるが、事業全体に及ぼす影響はないと思わ
れる。令和元年度末の公益目的収支差額、公
益目的財産残額を以下に示す。
　H23認可時の公益目的財産額 130,976,447円
　　公益目的収支差額 　117,457,957円
　　 〃 （計画額）　118,400,000円
　　公益目的財産残額 　 13,518,490円
　　 〃 （計画額）　 12,576,447円
２．特定寄附
　山口大学に対する支援
　①工学部運営支援
　　 学生のためのトレーニングルームの整備経
費の一部

令和２年度定時総会は、新型コロナウイルス感
染拡大防止のため、「みなし決議」（法人法58条）
とした。

決議があったとみなされた日
　　　　　令和２年５月13日（水）
同意書数　49（代議員総数49名）
議　題
　第１号議案　 令和元年度事業報告および決算

報告に関する件
　その他報告
　　１．令和２年度事業計画
　　２．令和２年度収支予算

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

令和２年度定時総会決議事項及び報告事項

令和元年度事業報告
（公益目的支出計画実施報告含む）
Ⅰ．法人の状況
１．会員の異動
⑴令和元年度末の会員数

⑵令和元年度に死亡確認をした会員数
　94名
２．会議等の開催状況
⑴定時総会　令和元年５月11日（土）
　 平成30年度事業報告、決算報告、監査報告、
役員改選について原案どおり満場一致で承認
された。令和元年度事業計画、収支予算につ
いて報告した。
⑵理事会　５回
　 平成31年４月23日、令和元年５月11日、８月
８日、10月21日、令和２年３月25日（みなし
決議）

会員数 正会員数
学生以外 24,973名 7,682名
学生 2,993名 1,958名
合計 27,966名 9,640名

令和２年度定時総会報告

　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　　　　
　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　　
　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　
　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　
　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　
　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　　
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　②工学部教育支援 
　　・常盤工業会奨学金
　　　 学部生32名、大学院生49名、「現代長州

五傑」10名、計91名に支給された。
　　・人材育成支援
　　　 循環環境工学科、工学基礎教育、工学部

に支援を行った。
３．継続事業
⑴人材育成支援助成（大学）
　①工学系数学統一試験実施部会への支援
　　 山口大学工学部数学統一試験実施部会へ実
施経費の一部を助成した。

　②工学系サークル活動への支援
　　 「リダンダンシー」（橋梁デザインをして鋼
橋梁模型を製作。“ブリッジコンペティショ
ン”大会に参加）および「３K Lab.」（高
校生を対象とした化学実験イベントを開催
して環境問題について考えてもらう）に活
動費の一部を助成した。

⑵人材育成支援実施事業
　 令和元年度「常盤賞」の表彰を以下のとおり
行った。
　　 令和２年３月６日（金）に表彰式を行い、
学業優秀者（学部学生14名、博士前期課程
学生７名）並びに数学統一試験成績優秀者
（１名）合計22名（正会員）を表彰し、記
念品（図書カード）を贈呈した。

２．その他の事業 
１．山口大学工学部学生に対する教育支援事業
⑴ 常盤祭実行委員会へ実施費用の一部を助成し
た。
⑵ 「常盤賞」課外活動優秀者として常盤祭実行
委員長（１名）の表彰を行った。
⑶ 常盤キャンパスワンコイン朝食事業の支援と
して、山口大学生協・山口大学工学部教育後
援会・常盤工業会で経費を等分して負担した。
⑷ 「知情ＩＴ勉強会」への支援
　 令和元年６月22日開催の勉強会経費（主と
して講師の旅費）を支援した。

（「常盤賞」表彰式後の懇親会は、新型コロナウ
イルス感染予防のため中止とした。）

２．学術文化交流振興に寄与する事業
⑴第32回留学生交流会の開催
　 令和元年６月８日（土）に常盤工業会主催で
第32回留学生交流会（スピーチ大会、懇親会）
を開催し、宇部近郊の外国人留学生と日本人 
の交流を図った。留学生35人と日本人35人合 
計70人の参加があった。
⑵ 「宇部留学生交流会」主催行事の協賛開催お
よび運営事務
　 月例夕食懇談会（４回）、年末交流会、ボー
リング大会（２回）を共催として開催した。
⑶「宇部留学生交流会」への助成
　 宇部留学生交流会の事業費の一部を助成した。
⑷「宇部環境国際協力協会」への助成
　 宇部環境国際協力協会の事業費の一部を助成
した。
３．工学部創立80周年記念事業および工学部
ホームカミングデー（共催）
　 各種行事について大学と協力して開催し、事
業遂行のための経費の一部を支援した。また
会員へのPRを行った。主行事の概要は以下
のとおり。
⑴80周年記念学術講演会「大村 智先生講演会」
　（令和元年６月16日開催）
　 「未来を拓く若者たちに向けて～私の歩んで
きた道～」
⑵ 80周年記念特別講演会（講師 岡田德久氏、
生産53）（令和元年11月15日）

　 「世界の製造業で『モノづくり』に励む人々
から教えられたこと」
⑶ 80周年記念交流会（卒業生・学生・教職員）（令
和元年11月15日）

⑷ 80周年記念募金事業（会長が発起人の一人と
なり会員に協力依頼をし、関係書類を会誌に
同封して送付。）

⑸ ホームカミングデー行事（令和元年11月16日）
として、工学部教員講演会、学生による研究
成果ポスター展示、もちまき、キャンパスツ
アー等。
４．会員相互の交流及び相互啓発に資する事業
⑴会誌刊行事業
　 以下のとおり、会誌「常盤」を発行した。ま
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た、表紙題字デザインについて検討した。
　① 「常盤」83号（令和元年７月、全会員配布）、
84号（令和元年12月・正会員配布）

　② TOKIWA digest 83号・84号（カラー印刷
12面、学生配布）

　③ 「常盤」83 号・84号WEB版（ホームペー
ジより発行）

⑵地域同窓会交流事業
　①地域同窓会代表者会議の開催
　　 令和元年11月16日（土）（第３回工学部ホー
ムカミングデーと同日）に開催した。本部
役員16名、各地域同窓会26組織35名、ブロッ
ク代表者７名、宇部地区代議員５名計63
名の出席があり、会議では出席の全地域同
窓会の代表より活動報告等を行った。

　②地域同窓会活動に対する支援金
　　 地域同窓会（31地域）に対し通信費の支援、
地域同窓会間交流費、他学部同窓会支部と
の交流費の支援を行った。

　③各地域同窓会会合への本部役員、教員の参加
　　 地域同窓会総会（20地域）に本部役員（10
件）および教員（20件）が参加した。

⑶卒業記念品の贈呈
　 学部卒業生に祝辞文を同封し、記念品（名入
れボールペン）を贈呈した。また、事務局か
らのお願い文、常盤工業会リーフレット、住
所連絡用ハガキ他行事案内文等を卒業生、博
士前期課程修了生に配布した。（例年は、卒
業証書授与時に配布するところ、新型コロナ
ウイルス感染拡大予防のため、大学より卒業
証書等と一緒に帰省先に送付となった。）

５．収益事業（会館施設貸付管理事業）
　テナント事業
　① 「宗本恭子」と契約を締結した。（令和元
年７月１日付）

　② 「1.9亭食堂」のトイレドアの修繕工事を
行った。

６．会館施設の改修、修繕、設備および備品の更新
　 会議室Ｅの空調機、応接室空調機、和室トイ
レ壁面タイル、駐車場フェンス、花壇破損個
所、応接室エアコンの修繕工事を行った。

７．その他
　卒業生対象講座の開催について
　 　令和元年度第４回理事会（令和元年10月
21日開催）で、卒業生対象講座「常盤アド
バンスドレクチャー in Tokyo」を令和２年
度の事業として開催することが決議された。
令和元年12月に実行委員会（委員長：石田
繁夫、機械45）を組織し、協議を重ね、第１
回講座を令和２年６月20日（土）に開催する
こととし準備作業を進めた。
Ⅲ．法人運営管理
１．一般社団法人移行後の行政庁への対応
　 令和元年６月４日に山口県に公益目的支出計
画実施報告書の提出（電子申請）を行った。
２．山口大学同窓会関連
⑴山口大学同窓会分担金支出を行った。
⑵ 山口大学同窓会理事会（令和元年７月26日）
へ担当役員が出席した。
⑶ 霜仁会総会（令和元年５月９日）、鳳陽会総
会（令和元年６月８日）に会長が出席した。
３．財政基盤の強化および会員動向調査
⑴会費増収のための会員への働きかけ
　 入学式後の保護者会（平成31年４月３日）
において常盤工業会リーフレットを配布し、
会長より常盤工業会の事業内容を説明し、会
費納入のお願いをした。また、会誌やホーム
ページで活動内容を紹介し、会費納入のお願
いをした。
⑵会員動向の把握
　① 新卒者に配布する卒業記念品に事務局から
のお願い文、リーフレット（地域同窓会組
織の紹介）と現住所連絡用のハガキを同封
した。

　② 学生時のアドレスを使って常盤工業会宛に
現住所を連絡してもらう趣旨のメールを５
月に大学より配信してもらった。

　③ 現住所調査のため帰省先（H29卒～H31卒
の826名）へ往復はがきを送付した。

４．その他
　「台風19号災害」義援金
　 宇部日報社を介して日本赤十字社へ義援金
100,000円を送った。
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令和元年度決算報告
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令和２年度事業計画

公益目的支出計画（公益目的支出計画９年目）
１．特定寄付（山口大学）
⑴工学部運営支援として 700,000円
⑵工学部教育支援金として 13,000,000円
　（ 内訳：常盤工業会奨学金 10,900,000円、人
材育成等支援2,100,000円（機械工学科・社
会建設工学科・応用化学科））

２．継続事業
⑴人材育成支援事業（大学）
　 工学系サークル活動の支援として300,000円助
成。
⑵人材育成支援実施事業（常盤工業会が主催）
　「常盤賞」表彰　200,000円
⑶公益目的支出計画の状況
　前年度末公益目的財産残額 13,518,490円
　R２年度支出見込額 14,200,000円
　R２年度末公益目的財産残額 △681,510円
　（令和２年度末で終了予定）

Ⅰ．事業活動
Ⅰ -1 工学に関する教育研究の振興ならびにこれ
らに関する人材育成に資する事業（公益事業）
１．講演会・講習会等の開催
⑴ 常盤アドバンスドレクチャー in Tokyo「未
来を切り開く技術開発」
　 第１回講座を以下のとおり、常盤工業会主催、
山口大学工学部共催で開催する。運営は、実
行委員会（委員長：石田繁夫、機械45）お
よび関東常盤会が行う。
　受講対象　山口大学工学部卒業生
　開 催 日　令和２年６月20日（土）
　会 　 場　 東京工業大学キャンパスイノベー

ションセンター国際会議室
　講 座 Ⅰ　「AIに関する研究動向と応用事例」
　　　　　　間普  真吾 先生
　　　　　　（工学部知能情報工学科准教授）
　講 座 Ⅱ　 「ノーベル化学賞を受賞したリチウ

ムイオンバッテリーの研究開発」
　　　　　　實近  健一 氏（工化52）
　　　　　　（ 2019ノーベル化学賞受賞の吉野 

彰博士の共同研究者）

⑵ 第４回工学部ホームカミングデー「卒業生講
演会」
　 山口大学工学部主催、常盤工業会共催で以下
のとおり開催する。
　受講対象　山口大学工学部卒業生・学生
　開 催 日　令和２年11月14日（土）
　会 　 場　山口大学工学部Ｄ講義棟
　講演概要　未定
２．講演会・講習会等開催に対する支援
「ちじょうIT勉強会」の支援
　 「ちじょうIT勉強会」運営委員会（リーダー：
知情H27 畑野亜麻衣）が実施する勉強会に係
る経費を助成する。勉強会の概要は以下のと
おり。
　受講対象　山口大学学生
　開 催 日　令和２年６月・10月
　会 　 場　山口大学工学部内
　概 　 要　初学者向けIT系勉強会
　　　　　　（ セミナー・ワークショップ・ラ

イトニングトーク）
３．山口大学工学部の支援および連携事業
⑴山口大学工学部への寄付
　 工学部施設充実、常盤工業会奨学金、各学科
への人材育成等（R２年度は機械工学科・社
会建設工学科・応用化学科）のための寄付を
行う。
⑵山口大学工学部との連携事業
　 第４回工学部ホームカミングデー行事に共催
という立場で取り組み、経費の一部を負担す
る。令和２年度は11月14日（土）（地域同窓
会代表者会議と同日）に開催する。
４．工学部学生支援事業
⑴「常盤賞」表彰
　 学部および博士前期課程学生の学業優秀者、
課外活動優秀者を表彰し、記念品を贈呈する。
表彰対象は常盤工業会正会員とし、選考は工
学部が行う。
⑵学生が企画するプロジェクト活動の支援
　 応募期限を６月中旬とし、７月中旬に面談を
行い、採択された団体に活動費の支援を行う。
⑶「常盤祭」支援
　 常盤祭実行委員会に対し、実施経費の一部を
支援する。
⑷常盤キャンパスワンコイン朝食事業支援
　 工学部教育後援会・山口大学生協・常盤工業
会で経費を分担して支援する。
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Ⅰ -2 会員交流親睦および相互啓発に資する事
業（共益事業）
１．会誌刊行事業
　 会誌「常盤」冊子版、ダイジェスト版（学生用）、 
WEB版を年２回（７月、12月）発行する。85号 
より表紙デザインをリニューアルする。企画、
編集は、会誌「常盤」編集委員会が行う。
２．学術文化交流振興事業
⑴地域の留学生と日本人との交流
　 宇部近郊の留学生を対象に留学生スピーチ大
会、第33回留学生交流会を常盤工業会主催
で実施する。また、「宇部留学生交流会」主
催行事については共催で実施する。
⑵対外支援
　①「宇部留学生交流会」の支援
　　 事業費の一部を助成する。また宇部留学生交
流会の運営事務を常盤工業会事務局で行う。

　②「山口大学同窓会」の支援
　　 理事会への出席、事業に対する協力、分担
金の支出、他学部同窓会との交流を行う。

　③「宇部環境国際協力協会」の支援
　　法人会員として会費を支払う。
３．会員交流事業
⑴地域同窓会交流事業
　①地域同窓会代表者会議の開催
　　 工学部ホームカミングデー開催日と同日の
令和２年11月14日（土）に開催し、地域同
窓会相互、地域同窓会と本部役員との情報
交換を行う。また、会議後に懇親会を行い、
地域の会員と学生、母校教員と交流を行う。

　②各地域同窓会の活動に対する支援
　　 地域同窓会に対し、総会開催のための通信
費、交流費等の資金支援、総会案内に使用
する宛名ラベルの無料提供等を行う。

　③交流活動（地域同窓会と本部、工学部）
　　 各地域同窓会総会に本部役員が参加し、本
部と地域の情報交換を行う。また大学教員
へ出席依頼をし、地域同窓会と母校との情
報交換を行う。教員に対しては卒業生に地
域同窓会出席の働きかけをしていただくこ
とで、若い世代の卒業生の地域同窓会への
関心を高める。

⑵工学部ホームカミングデー
　 卒業生に案内を行い、学生や教職員との交流
を促進する。
⑶学生との交流
　①入学時

　　 入学生にTOKIWA digest、保護者に常盤
工業会紹介リーフレット、会誌を配布する。
保護者会には会長が出席し常盤工業会の紹
介を行う。

　②２年次学科別オリエンテーション
　　 常盤工業会会館の紹介として「会館のしお
り」を配布する。

　③卒業時
　　 会長祝辞文および記念品を贈呈（学部卒業
生のみ）する。また、住所連絡用はがき、
事務局からのお願い文、リーフレット（地
域同窓会紹介）、その他案内文等を配布する。

　④総会および地域同窓会代表者会議懇親会
　　 懇親会に学生を招待し、卒業生と学生の交
流をはかる。

４ ．常盤工業会会館の有効活用および維持管理
（共益事業・収益事業）
⑴会館の有効活用
　 常盤工業会の活動拠点として事務局を置いて
いる常盤工業会会館を有効活用していく。
⑵会館施設の維持管理
　 西側駐車場境界塀改修工事（補強）を行う。
その他、会館老朽化にともなう修繕について
は必要に応じて行う。

Ⅱ．法人管理運営部門
１．一般社団法人移行後の行政庁への対応
　 公益目的支出計画が終了するまでの間は、事
業年度終了後３ヵ月以内に山口県に公益目的支
出計画実施報告書の提出（電子申請）を行なう。
２．会員増強対策の推進
　 会員の住所把握、会費納入促進のため、以下
の方法でアプローチする。
　①会誌、ホームページの活用
　② 学生時のメールアドレスに工学部から住所
連絡のお願い

　③ 会員増強対策プロジェクト活動（2018～2020 
年度）

令和３年度代議員選挙

告示　令和２年８月３日（月）
　　　 （常盤工業会ホームページ）

立候補受付期間
　　　令和２年８月10日～９月10日

詳細はホームページを参照ください。
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令和２年度収支予算


